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工 業教 科

１標準単位数ロボティクス概論科 目

地元ロボット関連企業に講師を依頼し、それぞれの企業が取り
組んでいる事業の実例を踏まえた講義を受講することを通して、
工業の見方・考え方を働かせ、ロボット工学についての知識およ
び技術を育成するとともに、工業の発展を担う職業人として必要
な資質・能力を育成、課題を発見し解決する力、工業の発展に主
体的かつ協働的に取り組む態度を養うことを目標とする。

科目の目標

な し

使用教科書
等 （ 発 行
者・教科書
名 ）

１ オリエンテーション ２ ロボット学習のススメ
３ ロボットの製造 ４ ロボットの実用
５ ロボットによる課題解決 ６ ロボットによる革新

科目の内容

生徒や地域の実態、学科等の特色に応じた教育課程を編成する
ため、学校設定科目として「ロボティクス概論」を新設する。
本校の生徒は地元への就職希望が多く、卒業後は多くの生徒が

地元へ就職している。この科目では、「ロボットを作ることがで
きる、ロボットを使うことができる、ロボットで課題解決ができ
る」人材の育成を目標に地元企業と連携することにより、製造業
をはじめとする幅広い分野において即戦力となるロボティクス人
材の育成を目指す。

新設の理由

令和６年度　　　教育課程表

工業 ・ 機械 工業 ・ 電子機械 工業 ・ 電気 工業 ・ 電子
１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

国 語 現 代 の 国 語 2 2 国 語 現 代 の 国 語 2 2

言 語 文 化 3 3 言 語 文 化 3 3

文 学 国 語 3 3 文 学 国 語 3 3

地 理 総 合 2 2 地 理 総 合 2 2

歴 史 総 合 2 2 歴 史 総 合 2 2

公 民 公 共 2 2 公 民 公 共 2 2

公 共 演 習 2　イ 2　イ 公 共 演 習 2　イ 2　イ

数 学 数 学 Ⅰ 3 3 数 学 数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ⅱ 3 3 数 学 Ⅱ 3 3

数 学 Ⅲ 3　ア 3　ア 数 学 Ⅲ 3　ア 3　ア

数 学 Ａ 1 1 数 学 Ａ 1 1

数 学 Ⅰ Ａ 演 習 3　ア 3　ア 数 学 Ⅰ Ａ 演 習 3　ア 3　ア

理 科 科 学 と 人 間 生 活 2 2 理 科 科 学 と 人 間 生 活 2 2

物 理 基 礎 2 2 物 理 基 礎 2 2

物 理 2　イ 2　イ 物 理 2　イ 2　イ

化 学 基 礎 2　イ 2　イ 化 学 基 礎 2　イ 2　イ

体 育 2 2 2 2 3 体 育 2 2 3 2 2 3

保 健 1 1 1 1 保 健 1 1 1 1

芸 術 音 楽 Ⅰ ┐ ┐ 芸 術 音 楽 Ⅰ ┐ ┐
美 術 Ⅰ ┤ 2 ┤ 2 美 術 Ⅰ ┤ 2 ┤ 2

書 道 Ⅰ ┘ ┘ 書 道 Ⅰ ┘ ┘
外 国語 英 語 コミ ュニケー シ ョンⅠ 3 3 外国語 英語 コミ ュニ ケー シ ョ ンⅠ 3 3

英 語 コミ ュニケー シ ョンⅡ 3 3 英語 コミ ュニ ケー シ ョ ンⅡ 3 3

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 3　ウ 3　ウ 論 理 ・ 表 現 Ⅰ 3　ウ 3　ウ

英語コミュニケーションⅡ演習 3　ウ 3　ウ 英語コミュニケーションⅡ演習 3　ウ 3　ウ

家 庭 家 庭 基 礎 2 2 家 庭 家 庭 基 礎 2 2

共 通 教 科 計 18 18 8〜16 18 18 8〜16 共 通 教 科 計 18 18 8〜16 18 18 8〜16

工 業 工 業 技 術 基 礎 3 3 工 業 工 業 技 術 基 礎 3 3

課 題 研 究 3 3 課 題 研 究 3 3

実 習 5 3 2 5 3 実 習 5 3 2 5 3

製 図 2 2 2 2 2 製 図 2 2 2 2 2

工 業 情 報 数 理 2 2 工 業 情 報 数 理 2 2

機 械 工 作 2 2 3　ウ 2 3　ウ 工 業 管 理 技 術 3

機 械 設 計 2 2 3 2 3 電 気 回 路 4 2 3　ア 4 2

原 動 機 3　ア 3　ア 電 気 機 器 2 3　ウ

電 気 回 路 2 2 2 2 電 力 技 術 2 3

電 子 回 路 3　ウ 電 子 回 路 3　ア 2 2

ハ ー ド ウ ェ ア 技 術 3　ア 電 子 計 測 制 御 2 3　ウ

ロ ボ テ ィ ク ス 概 論 1 1 通 信 技 術 3　ア

ロ ボ テ ィ ク ス 実 習 1 1 プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 術 3　ウ

ハ ー ド ウ ェ ア 技 術 3　ウ 2 2

コンピ ュ ータ シス テ ム 技 術 3　ア

ロ ボ テ ィ ク ス 概 論 1 1

ロ ボ テ ィ ク ス 実 習 1 1

家 庭 服 飾 手 芸 2　イ 家 庭 服 飾 手 芸 2　イ 2　イ

体 育 ス ポ ー ツ Ⅱ 2　イ 2　イ 体 育 ス ポ ー ツ Ⅱ 2　イ 2　イ

専 門 教 科 計 11～12 11～12 13〜21 11～12 11～12 13〜21 専 門 教 科 計 11～12 11～12 13〜21 11～12 11～12 13〜21
自 立 活 動 □ □ 自 立 活 動 □ □ □ □ □ □ 

合 計 29～30 29～30 29 29～30 29～30 29 合 計 29～30 29～30 29 29～30 29～30 29
特 別活 ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1 1 1 1 特別活 ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1 1 1 1

第3学年はア，イ，ウの中からそれぞれ１科目を選択する。 第3学年はア，イ，ウの中からそれぞれ１科目を選択する。

「ロボティクス概論」は、希望者が長期休業中に実施する。 「ロボティクス概論」は、希望者が長期休業中に実施する。

「ロボティクス実習」は、希望者が長期休業中に学校外で実施する。 「ロボティクス実習」は、希望者が長期休業中に学校外で実施する。

教　科 科　　　目 教　科 科　　目

地理
歴史

地理
歴史

保健
体育

保健
体育

□□□□

備　　　考 備　　　考
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工 業教 科

１標準単位数ロボティクス実習科 目

地元のロボット関連企業において、安全教育や実
習等の実践的・体験的な学習活動を行うことを通し
て、工業の見方・考え方を働かせ、ロボット工学に
ついての知識および技術を育成するとともに、工業
の発展を担う職業人として必要な資質・能力を育成、
課題を発見し解決する力、工業の発展に主体的かつ
協働的に取り組む態度を養うことを目標とする。

科目の目標

なし
使用教科書等
（発行者・教
科 書 名 ）

１ オリエンテーション
２ 工場見学
３ 安全教育
４ ロボット関連実務体験

科目の内容

生徒や地域の実態、学科等の特色に応じた教育課
程を編成するため、校外学修活動として「ロボティ
クス実習」を新設する。
本校の生徒は、地元への就職希望が多く、実際に

多くの生徒が卒業後は地元で働いている。地元企業
と連携することにより、地元企業が求める人材像を
共有するとともに、人間性と専門性を備えたスペシ
ャリスト人材を育成、ロボット産業で働く即戦力を
育成する。

新設の理由
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